
         

くになるには大変な 

手間と時間がかかる 

ことを参加者のみな 

さんは体験されました。 

しかし自分で作る手作りこんにゃく 

の味は格別です。美川生改連山根会長

は「美川町で昔から続くこんにゃく作

りを、これからも多くの人に伝えてい

きたい」とおっしゃられていました。 

美川生改連のみなさんが、山陽自動車

道岩国 ICそばの「FAM’Sキッチンい

わくに」さんで、こんにゃくづくり体

験の講師を務められました。今回の体

験では美川産のこんにゃく芋を使い、

１１名の参加者のみなさんにこんに

ゃくの作り方を丁寧に指導されてい

ました。ごつごつした黒いこんにゃく

芋が、つるんと舌触りの良いこんにゃ
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PICK UP みかわ  

美川生改連「こんにゃく作り体験」出張編  

美川産のこんにゃく芋がこんにゃくになるまでを伝授！ 

みなさんお疲れ様でした 
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行 岩国市ホームページでもご覧いただけます。  

 

みかわ集落支援だよりは美川支所でも配布しています。 
TEL 

2月中旬とは思えないほど暖かい日が続いた美川

町。ふれあい農園ニハチファームのみなさんが、

じゃがいもの植え付け作業を農園でおこないま

した。畝を立てて小さな種芋を等間隔に並べる作

業は足腰にきますが、収穫に参加するみなさんの

笑顔を楽しみに、力を合わせてがんばりました。 

ニハチファーム  
2 月 18 日 

じゃがいもの植え付け作業をしました。 

まちの話題  地域の皆さんが、様々な活動等に参加されている様子をお届けします。  

 

 

植え付けたじゃがいもは、５月に会員の皆さんと収穫予定です。 

水路 辿る を 

杉民治が作った 

添谷川から原へ引かれた水路をご存知です

か？先日、美川支所下村支所長の案内で水路

沿いを歩きました。この水路は明治４年に農

業用水取水のため杉民治が手掛け、今でも農

繁期には原の農地を潤しているそうです。 

右の写真は原に残る開拓碑。薄くなり

つつある文字に歴史を感じました。上

は開拓碑に記載された内容（「吉田松

陰と山代」友定英章著より）。 


